
提言を踏まえた今後の主な取組
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各府省における政策過程の実態を踏
まえ、作業の重複を排しつつ、政策
改善等に役立つ評価プロセスを実現

政策の特性や改善の目的等に応じて、
前例にとらわれず、最適な評価方法
を柔軟に選択

ユーザーのニーズを重視した情報収
集・提供や、既存の仕組みの評価・
改善に不可欠な長期的変化の分析を
実施

評価プロセス等を見直し、各府省・
地域の迅速な対応に資する多様で迅
速な情報提供を実施

行政評価局調査 ( 総務省 )
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政策評価 ( 各府省 )

EBPMの更なる推進、データの重視、

研究者等との連携を進め、評価の質
を向上

EBPMの更なる推進、データの重視、

研究者等との連携を進め、評価の質
を向上
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以下の項目について具体化に向けて検討

■ 政策の特性等に応じた多様な評価方法のベ
ストミックスの実現

■ 政策の改善等への活用を重視した政策評価
の作業プロセスの見直し

■ 政策評価の重点化（作業の合理化）

■ 国民、ユーザーから見て使いやすい評価の
枠組みによる評価の促進

■ ＥＢＰＭの更なる推進（政策評価の質の向
上）
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■審議会ヒアリング等を活用し、ユーザーの
ニーズを的確に把握

■調査対象施策をめぐる長期的変化に焦点を
当てた分析を実施

■迅速な対応・改善につながるよう
・調査期間自体を短期化
・最終的な公表に至る前段階での公表や、

現地機関における公表を積極的に実施
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資料２－７

■調査設計や結果の分析に関して、研究者と
協働し、EBPMの思考や分析手法を活用

（例：「不登校・ひきこもりの子供支援」におけ
る研究会の開催）



政策評価審議会のスケジュール（令和３年度）
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7月頃 12月頃 3月頃

本
日

5月26日

調査テーマの検討（管区行政評価局等が把握した情報を活用）
Ｒ４年度以降
実施調査

【実施中】
・自衛隊の災害派遣
・農業災害復旧の迅速化
・生活困窮者自立支援対策
・不登校・ひきこもりの子
供支援（研究会）等

Ｒ３年度
実施調査

審議会の議論を踏まえ、検討
大臣
決定

テーマ案の
付議

・社会情勢の変化への補助
金等における対応

・スマート農業
・外国人の日本語教育

取組状況
の報告

委員視察・現場との意見交換等

○不登校・ひきこもりの子供
支援の評価

○その他提言を踏まえた取組等

○Ｒ４以降の調査テーマ
○その他提言を踏まえた取組等

○今後の課題
等

※記載内容は現時点の想定であり、今後、変更があり得る。

行政評価局調査

報告

○委員改選に伴
う手続

○提言を踏まえ
た今後の進め
方等

【今後実施】
・災害時の道路啓開
・陸閘の管理
・一人暮らし高齢者の見守り
・指定管理者制度
・墓地行政

※取組状況等については随時、審議会に報告

設置 ５回程度開催（具体化に向けた審議、各府省ヒアリング等）

政策評価におけるEBPMの実践の具体化（実証的共同研究、評価局アドバイザーの活用等）ＥＢＰＭ

政策評価の改善
に関するＷＧ

検討状況
の報告

取組状況
の報告

政策評価

※検討の進捗状況については随時、審議会に報告


